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Ⅰ  目的  








について、これまでにいくつかの議論がなされてきた（Bolger, N.,  & Amarel ,  D. 



































２  サポートの機能と種類  
ソーシャル・サポートにはどのような機能があるのだろうか。 Caplan, G.
（ 1974）は以下の３つの機能があるとは指摘している。  
①  情緒的な問題を処理するための、心理的な資源を動員できるよう援助する。 











について、多くの試みがなされるようになった（Lin, N. 1986; Pattison, E.M. 
1977; Barrera, M.,  Jr & Ainlay, S.L. 1983）。これらの研究において「道具的
サポート」と「情緒的サポート」という二つの分類は共通している。なおこれ
ら の 分 類 以 外 と し て は 、「 情 報 的 サ ポ ー ト 」 を 加 え た ３ 種 類 で の 分 類
(Dunkel-Schetter, C.,  Folkman, S.,  & Lazarus, R.S. 1987)や、上記２つの分











































































４  青年期後期と家族との関係  
 家族に目を向けるとどうだろうか。これまでにも家族内のサポートを扱った
研究はある（中見・桂田・石 ,  2012; 飯島 ,1997）。しかし、これらの研究は、
幼児期や児童期、思春期を対象としたものが中心で、大学生を代表とする青年
期後期を対象とした研究は数件（小島 ,  2011: 石森・藤澤・小杉・清水・渡邊・
藤澤 ,2008）を除いて見当たらない。  
それでは、なぜ発達段階によって家族関係の認知に違いが生じるのであろう




















































５  家族関係とアセスメント  
家族をひとまとめに扱い、父親・母親などの分類があっても、どんな特徴を
持った親であるのかについては触れられていない研究も少なくはない（松元 ,  


































おおよそにおいて一致している（Fisher, 1976; Fisher, Giblin & Ragas, 1983）。 
「親密さ」とは、一般には家族メンバー間の結びつきや愛情を表すものと定
義 さ れ る （ Bowen, 1960; Stierlin, 1974; Bying-Hall  &Campbell ,  1981; 








かという点に関係づけて用いられることもある（Moos, R. & Moos, B.S. 1974; 


















ついて曖昧であると指摘されている（Barnes & Olson,1985; Olson, Portner & 
Lavee,1985）。そのため、家族のメンバーである個人と、グループとしての家
族という二種類の視点を包括的した記述が難しいとされている（Cromwell & 


































 質 問 紙 法や 投 影 法に 関 す るこ の よ うな 短 所 を補 う 形 で開 発 さ れた の が










































































































Ⅱ  方法  
１  被験者  
 私立大学の大学生及び大学院生計 20 人（男性 4 人と女性 16 人、平均年齢
22.37 歳）であった。  
 
２  調査期間  
 2012 年 10 月から 11 月に実施した。  
 
３  検査器具等  
（１）Family System Test（FAST）  
 FAST は、（ a） 1 マスが 5cm×5cm からなる 9 マス×9 マスの碁盤目の厚紙、
（ b）目と口がついた男女を表す木製の人形各６体（高さ 8cm）（ c）人形の高




 ISSB（ Inventory of Socially Supportive Behaviors）（Barrera et al . ,  1981）









４  手続き  







































































的サポートの有効性については r(15)=.093, n.s .となった。親密さと道具的サポ
ートの有効性については r(15)=-.231, n.s .となった。親密さと情緒的サポート
の有効性については r(15)=.259, n.s .となった。親密さと情報的サポートの利用
可能性については r(15)=.074, n.s .となった。親密さと道具的サポートの利用可
能性については r(15)=-.129, n.s .となった。親密さと情報的サポートの利用可






























サポートの有効性については r(15)=-.168, n.s .となった。階層性と道具的サポ
ートの有効性については r(15)=.026, n.s .となった。階層性と情報的サポートの
有効性については r(15)=-.194, n.s .となった。階層性と情緒的サポートの利用
可能性については r(15)=-.188, n.s .となった。階層性と道具的サポートの利用
可能性については r(15)=.086, n.s .となった。階層性と情報的サポートの利用可





可能性に、関係性は認められなかった（ r(18)=.102, n.s.）。  
 母親の階層性と母親の道具的サポートの有効性に、関係性は認められなかっ
た（ r(18)=.134, n.s.）。また、母親の階層性と母親の道具的サポートの利用可


















Ⅳ  考察  
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